
令和元年度　学校評価書
Ⅰ　経営の重点に関わること
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Ⅱ　各指導部・領域等に関わること
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３
進路指導

(1)進路指導の充
実

いじめに関するトラブルには真摯に取
り組んでほしい。いじめの件数が減少
した原因について分析を知りたい。【学校説明】昨年度と比較し、いじめ、いじめに類するトラブルの件数は３分の１以下に減少はする

ものの、継続して、無くなることへ向けて取り組むべき内容であると考える。

２
生徒指導

(1)一人一人を大
切にした指導
【市共通項目４】

②相手よりも率先して元気な挨拶ができるようになる。制服を正しく着こなしている。節度
のある言葉遣いができるようになる。【生徒課】

Ｂ

限られた時間の中で目標を達成するの
は難しいが、部活動ガイドラインに
沿った対応が望ましい。一律に帰宅時
間を決めたことによる職員と生徒の評
価はどうか。生徒は時間をより有効に
使っているのか調査結果を知りたい。

部活動の時間の制限はポジティブにと
らえつつ、課外活動の重要性を生徒に
伝えていただきたい。各部の目標を見
える化し、振り返りを行い、課題を次
につなげることが重要。

ＳＳＨの探究力、論理的思考から解決
までの取組の広がりを期待する。学校
評価について研修で取り上げているこ
とは今後に期待できる。授業改善につ
ながる重要な取組である。

Ｂ

Ａ

Ａ
【学校説明】授業改善に関する校内研修（全体研修）を年間４回実施した。評価に関する研修、SSH事
業に関する研修を関連させながら学びを広げることができた。

【学校説明】各部活動が積極的に取り組み、放課後の部活動や長期休業中の合宿、試合やコンクール
等自己有用感を高める貴重な時間となっている。部員自らの企画や運営など一歩進んだ活動をした部
活動もあった。

①いじめの件数を昨年度より減ずる。【教育相談室】

④６月実施の進路アンケートにおいて、各学年ともに家庭学習が前年度に比べ増加する。
【進路課】

【学校説明】〔２年部〕正副担任での学習時間記録のチェックや、それに基づく面談や声かけを継続
的に実施することができた。学習時間は、休日の時間を増やしたい。２学期末での成績優良者数は、
39名であった。

【学校説明】〔３年部〕入学時より学力不足が指摘され、学習習慣の形成・定着に力を注いできた
が、生徒がその気になってくれたのが、やや遅かった。正副担任は、多くの時間を面談に注ぎ、生徒
も徐々に本気で向き合う姿が見られた。学習の方法よりも、いかに向かわせるか動機付けの重要性を
身にしみて感じた。

【学校説明】午後７時半までに学校敷地外に出て、帰路につく生徒の割合は前年比微減（H31:81％
R1:80％［第2回調査より］）に留まったが、部活動ガイドラインを策定したこともあり、完全下校時
刻に対する意識は向上してきている。

③年度当初および「授業アンケート」実施の際にシラバスを活用する。授業時間数が十分確
保できるようなセンター試験後の特別時間割（３年生）の作成を行う。【教務課】

【学校説明】一人でも多くの生徒に図書館に足を運んでもらうため新規事業として図書館カフェを７
月と12月に実施した。７月は約50名、12月は約70名の参加者があった。夏休み前、冬休み前の貸出し
数が増加した。

【学校説明】部活動ガイドラインを７月に制定した。平日は19時までの活動、休日は年間100日以上の
休養日を設けるといった内容である。平日については９月から12月の集計で100％の部がガイドライン
に沿った活動をしている。休日については集計途中だが、88％の部活動で100日以上の休養日をとって
いる。

学校名：　　静岡市立高等学校
１　学校教育目標：「質実剛健」の気風を継承し、校訓「正しく、強く、明るく」を基に、「文武両道」を目指し、
　　　　　　　　地域社会や国際社会に貢献できる、調和のとれた創造的な人間を育成する。

 自己
評価

学校関係者評価委員会から

２
重点目標

生徒一人ひとりの
自立（自分の力を
発揮して人の役に
立つ人間になるこ
と）に向かって未
来起点の思考と日
常の凡事の徹底
により、高校生活
（学習、部活動、
学校行事等）を通
して、３つの資質・
能力（自己有用
感、視野の広さ、
主体性）を、生徒
一人ひとりが自ら
育むように、教職
員、保護者、同窓
会、地域等が連携
し、皆で支援す
る。

(1)授業、部活
動、家庭学習時
間の確保

①授業研究に関する研修日を年間２回以上設定し、各回の事後アンケートで「学びがあっ
た」との回答を80％以上得る。【研修課】

親の要望等、難しい課題もあると思う
が、ガイドラインに沿う努力を望む。
ガイドラインが守られたかどうかも大
切だが、学校の教育活動が適切に行わ
れたかどうかを評価すべき。

③「帰宅時間調査」を年２回実施し、午後７時半までに学校敷地外に出て、帰路につく生徒
の割合が前年比増となるようにする。【教務課】

②各生徒が目標に向かって自己有用感を高め、部活動を通して人間形成を図る。各部活動が
魅力ある部になるよう計画・実行する。【生徒課】

Ｂ

生徒が自分で勉強したくなる授業を模
索することが大切。１年生の学習時間
が昨年度よりも減少した原因は何か。
各学年共通の指導事項はあるのか。【学校説明】１年生：－２３分減少，２年生：－１０分減少，３年生：＋１８分増加。６月の調査で

１年生の学習時間が少ない傾向にあったが、指導により改善傾向にある。

(2)地域や保護者
に開かれた学校
づくりの推進

①ＰＴＡ研修会の参加率を10％程度増加させる。ＰＴＡが関係する行事のホームページへの
記事掲載を５回以上行う。【総務課】

【学校説明】ＰＴＡ校外研修会（大学訪問）の参加者は32名あり，昨年度（18名）より大幅に増え
た。ＰＴＡが直接あるいは間接的に関係する行事は多くあり，ホームページへの記事掲載も５回以上
行われた。

②広報関連の発行物を適切なタイミングで作成する。本校Webページのアクセス件数を、月
平均1,100(昨年度最低は７月に1,073)以上となるよう、内容が充実したサイトにする。【情
報課】

【学校説明】コメント：学校案内、授業公開リーフレットなど、適時発行できた。本校Webページにつ
いては、目標を大きく上回る数のアクセス数を実現できた。

学校行事等へのＰＴＡの参加が多くみ
られ、保護者と学校が一体となってい
る様子が伺える。ナイトウォークのよ
うに支援がないとできない行事もあ
り、保護者との連携が強いと感じる。

Ａ

大項目 中項目 評価指標
 自己
評価

学校関係者評価委員会から

学校案内等、大変わかりやすい。ＨＰ
にも、情報を積極的に公開するという
情熱が感じられる。「広報」はひとつ
の産業分野でもある。部活動や生徒会
活動等に取り入れることも視野に入れ
たい。

Ａ

(3)教職員のワーク
ライフバランス（仕
事と生活の調和）
に配慮した校内体
制の整備を推進す
る。

①部活動開始・終了記録簿により、すべての部活動がガイドラインに則った活動を行うよう
にする。【管理職】

Ｂ

１
教育課程
学習指導

①各クラスにて年間２回以上の面談が実施されるよう、職員会議等で職員に周知する。【進
路課】

Ａ

Ａ

(3)特別活動の充
実
【市共通項目３】

①部活動や学校行事等において、生徒が自ら考え行動でき、仲間と協力しながら達成感を味
わえるよう導く。各生徒が目標に向かって自己有用感を高める活動ができている。【生徒
課】 Ａ

(1)確かな学力の
育成
【市共通項目１】

３年間を見通した継続的な指導が望ま
れる。教育職としてのスキルアップを
図るためにも、ＳＣやＳＷとの研修機
会があってもよいのではないか。【学校説明】４・５月の２者面談，夏季休業中の３者面談の実施の他に、２年生は１月第一志望届提

出後の面談、３年生は年間通じて複数回の面談を実施した。

②学習習慣の定着や学力向上に関する学年の取り組み
・予習、復習をしっかり行った上で授業に臨ませ、基礎学力・応用力の定着を図り、課外授
業にも積極的に参加することを促す。学習時間は、平日２ｈ以上、休日４ｈ以上を目標とす
る。【１年部】
・スタディーレコードの継続実施及び集計結果の提示。家庭学習時間平日平均2.5時間以
上、休日４時間以上、学期末成績での優良者数35名以上を目指す。【２年部】
・受験生としての学習サイクルの早期確立（特に部活引退後）のためにスタディーレコード
の継続実施。正副担任による各学期毎最低１回の面談の実施。学校が計画する課外への参加
生徒の漸増。【３年部】

Ａ

ＳＳＨの強みを生かして学問の必要性
を生徒に伝えてほしい。自分で勉強し
始めれば学力はついてくる。授業のあ
り方を含めて考えていく必要がある。
生徒は確実に育ってきている。各学年
内の共通理解が取れていると思う。ま
た、各学年と分掌との連携もとれてい
ると思う。

【学校説明】〔１年部〕予習、復習を丁寧に行って授業に臨む姿勢が身についてきている。今後もこ
の態度は継続させたい。また、一般クラスの生徒が積極的に課外授業に取り組み、成績優秀者を多く
輩出しているのも特徴といえる。学習時間は、平日の２ｈ以上については９月、11月については達成
できていないが、他の月は概ね到達している。一方、休日は３ｈ程度で、４ｈという目標にはいずれ
の月も届いていない。学年として、休日の学習時間の確保が目標といえる。

学力保障にため、年間計画の中で確実
に授業時間数を確保しようとしてい
る。

【学校説明】３年生が履修するすべての科目において、授業時間数が十分確保できるよう、センター
時間後の特別時間割（３年生）を作成した。

(2)道徳教育の充
実
【市共通項目２】

①福祉委員会や各部活動を中心に、ボランティア活動等に積極的な参加を促す。【生徒課】

Ａ

ＳＳＨ事業によって、社会課題に意識
が高まっているように感じる。

【学校説明】生徒会や福祉委員会によるボランティア活動が行えた。一部の部活動では、清掃活動な
どが行われた。

④新着情報や生徒による図書館ニュースを発行し図書館利用を呼びかけ、利用者を増やす。
【図書課】

Ａ

多感な生徒の気持に応える良書を提供
していただきたい。本を読む生徒が増
えることを望む。「図書館はこうある
べき」と指導するのではない取組は非
常に面白い。

他者との関係性において自分を評価す
る自己有用感に危険性を感じる。多く
の生徒は自分なりの成長を肯定的に評
価できているように感じる。【学校説明】部活動や学校行事おいて、より主体的な活動が行われるよう導きたい。

①10月実施予定の２年学部学科説明会では、国公立大学10大学以上に出張授業のオファーを
出し実施する。【進路課】

Ａ

出張授業の講師はどのような視点で選
択しているのか。授業内容と生徒の知
識・思考力とを適合させるため、事前
の打ち合わせが大変なことと思う。【学校説明】合計２０講座を開講。国公立大学は、筑波，信州，秋田県立，名古屋工業，会津，新

潟，大阪府立，長岡造形，群馬，茨城 の合計１０大学をお招きでき、生徒は大学での学びを体験する
ことができた。

Ｂ

通学して来る生徒の挨拶がいまひとつ
だと感じる。学力も大事だが社会に出
てからは挨拶や言葉遣いが大切になる
から、もっと指導が必要だと思う。部
活はスキルの習得だけではない。

【学校説明】多くの生徒が正しく制服を着こなしている。率先した挨拶ができつつあるが改善の余地
はある。節度ある言葉遣いができるようになるために、継続した指導が必要である。
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３
進路指導

(1)進路指導の
充実

授業スキルだけでない「授業改善の方
向性」を明確にし、共通理解を図るこ
とが求められる。

文部科学省の対応に不安を持つ受験生
も多いと思う。情報過多にならないよ
うに、正しい情報の精選が必要。本校
のＳＳＨ事業等の方向は、選抜改革の
方向性と一致しているように思う。

Ａ

Ｂ

②年間４回の進路検討会を企画・実施し、３学年部以外の教員にも積極的に参加してもらえ
るよう、声掛けをおこなう。また、予備校・各社主催の研究会に、３年部職員は年間２回以
上参加し、担任会などで内容の報告をする。【進路課】

Ａ

卒業学年から次年度３年部への引継ぎ
は十分ではないことが多いので、進路
課が蓄積した情報を基に必要なアドバ
イスをすることが重要である。模試以
外のデータの活用も考えられる。【学校説明】４月，９月，１２月，１月の計４回の検討会を開催し、検討をおこなうことができた。

また、ベネッセ・河合塾・駿台予備校などの研究会には多くの３年部の教員が参加し、そこで得た情
報を学年内で共有し、生徒へ還元することができた。

４
安全管理・指導

(1)学校安全シス
テムの構築
【市共通項目５】

①自転車のルールを守り、交通マナーを意識した運転ができる。【生徒課】

Ｂ

ビデオ等で交通事故の悲惨さや被害者
の家族等の苦悩をしっかりと伝えてい
ただきたい。続けることが大切であ
る。事故がないことは素晴らしい。

【学校説明】本年度これまで大きな事故は無い。交通ルールを守り、マナー向上の意識をより高めた
い。

②生徒の安全を最優先に考え、施設・設備等の定期的点検及び不具合箇所の早期対応を図
り、生徒が安心して学校生活を送れるための環境整備を行う。【事務室】

Ａ

現状復旧ではなく、利便性の向上、安
全性の向上を基本に、維持管理をして
いただきたい。少ない予算の中でよく
やっている。地域の安全（学校敷地の
隅切り）も検討をお願いしたい。

【学校説明】各施設・設備の点検等を計画とおり実施するとともに、効率的な予算執行により不具合
箇所の修繕に努めた。また大規模改修として本年度は南館及び東館の外壁修繕工事を行い、生徒の安
心・安全な学習環境の維持、向上に努めた。

５
保健管理・指導

(1)健康教育の充
実
【市共通項目６】

①様々な情報を扱いに注意しつつ共有し生徒への支援に活用する。各行事や保健・整美・校
庭美化委員会活動を主導する。【保健環境課】

Ａ

校内が整備されていることが元気のも
とになる。生徒の心身の健康・体力等
の課題について、保護者会ではどのよ
うに取り上げているのだろうか。【学校説明】委員会で決められた常時活動や行事毎に関わる仕事に対して、保健・整美・校庭美化委

員会の各顧問（保健環境課員）が主導して指導にあたった。生徒も仕事が滞ることなく活動した。

６
特別支援教育

(1)学校の実態に
応じた校内支援
体制づくりの推
進
【市共通項目７】

①様々な情報を扱いに注意しつつ共有し生徒への支援に活用する。情報連絡会や事例検討会
を必要に応じて迅速に実施し、内容を記録して関係者に回覧し共有する。【保健環境課】

Ａ

長欠者が増えているようだが、情報を
共有し、早めの対応が何より大切であ
る。個別の指導を必要とする困難さを
抱える生徒が多いことを感じる。特別
支援教育に対する生徒課の関わり方を
知りたい。

【学校説明】本年度も多くの事案が起きたが、それぞれの情報を共有し必要に応じて会議や打ち合わ
せに活用できた。生徒の出欠の状況や心身の変化についても継続的に把握でき、情報共有を適切に行
うことができた。教育相談・保健室・ＳＣ・学年部・生徒課等が連動し、情報を活用して個々の生徒
の指導・支援の深化が図れた。情報連絡や事例検討も組織的に実施することができた。教育支援の記
録や現状は、関係者に回覧し共有できた。

７
組織運営

(1)組織・運営の
改善
【市共通項目８】

①年度当初、年度末面談で各教職員の業務改善に関する取組状況を確認し、学校改善を意識
した取組を推進する。【管理職】

Ａ

職員間の連携や時短の工夫を、面談を
通して職員全体で共有したことを評価
したい。全校が一つの方向に向いてい
ることを感じる。【学校説明】教職員人事評価シートや面談を通して、全体の83.3％の教員が、業務の整理、業務の効

率化、担任副担任間や顧問副顧問間での業務分担、学年内や分掌内での職員間の連携、時間や振替を
意識して業務にあたった等の工夫をしたことが報告された。一方で、生徒のための方策と業務の効率
化の両立は難しいと答える教員もいる。

Ａ

８
研修

(1)研修体制の充
実
【市共通項目９】

①職員会議等において高大接続改革の最新の情報提供を年２回以上行う。【進路課】

【学校説明】教育課程説明会、教務主任会等を踏まえ、教育課程検討委員会において、新教育課程の
試案を作成し、各教科で検討を行った。

③年間で15回（選択型を含む）以上の研修を実施し、職員の資質向上と共通理解を図る。年
度末にアンケートを実施し、研修への参加率70％（11回以上の参加）と「学びがあった」
「共通理解が深まった」との回答を80％以上得る。【研修課】 Ｂ

【学校説明】英語民間試験導入の延期（１１月）、大学入学共通テストにおける記述式問題導入の延
期（１２月）の発表と、入試改革は混迷しているが、現段階での状況を整理し、適切な情報を職員と
生徒に伝えることができている。

②次期学習指導要領に対応した教育課程の試案を作成し、教育課程について検討する機会を
設ける。【教務課】

【学校説明】「ごみの分別」「リサイクルの推奨」等の呼びかけ、周知を行い、省エネ社会に貢献す
る意識啓発に努めた。普通教室照明のＬＥＤ化は、H29年度までに３年生普通教室は完了した。本年度
はスポットで10か所程度更新したが今後は２年生、１年生の教室を順次更新していく予定である。

新しい学習指導要領に沿った指導が浸
透しつつあるように思われる。教育職
の研修に「これで十分」はない。昨今
ではマニュアルに飛びつく傾向があ
る。研修の形態が多様化しているので
はないかと思う。【学校説明】学校教育目標の重点項目をふまえた校内研修を、年間で15回実施した。選択型研修への

参加率は30％程度であったので、参加者数を増やしたい。

９
保護者・地域住民
等との連携

(1)信頼される学
校づくりの推進
【市共通項目10】

①グループ目標である「指導の重点と取り組み」をホームページ上で公開することをはじ
め、普段とは異なった視点から意見を集めて成果と課題を明らかにする。学校評価書31項目
における学校評議員からの評価について、Ａ評価を20項目以上にする。（平成30度はＡ評価
が15、Ｂ評価が16）【研修課】 Ａ

昨年度は抽象的な目標であったが、今
年度は具体的になったことを評価す
る。地元の学校として、学校の評価が
上がるのはうれしい。マスコミ等にも
大いにＰＲしてほしい。

【学校説明】今年度の学校評価書32項目のうち、自己評価におけるＡ評価は23、Ｂ評価は９であった
（昨年度と比較するとＡ評価が８つ増え、Ｂ評価が７つ減った）。昨年度の改善点を踏まえた地道な
取り組みが実を結んだものと思われる。

②地域防災訓練への参加者数の５％程度の増加。【総務課】

Ａ

地域防災に高校生の存在は欠かせな
い。各地の防災訓練に、積極的に参加
してほしい。地域防災への関わりが多
いことは素晴らしいことである。

【学校説明】今年度の参加者数は411名で、全校の約42％が訓練に参加した（昨年度は415名）。実施
日が３年生の模擬試験日と重なったので，３年生の参加はほとんどなく，１・２年生の参加数と考え
ると，割合は63％になる。

課題研究が確かなものになってきてい
る。これからも大いに期待している。
科学系のコンクールに積極的に参加
し、評価もされていて素晴らしい。発
表の機会・場を提供することは、教育
活動としてもっと高く評価されるべ
き。

【学校説明】科探科３年の課題研究１本が静岡県学生科学賞で県知事賞を受賞し、続く日本学生科学
賞で入選３等を受賞した。山﨑賞には例年より多い６本を応募し、うち３本が受賞した。大学教授に
よる助言を活かしながら課題研究を進める形が校内に構築されつつある。

10
施設設備

(1)リサイクルや
省エネの推進

①古紙リサイクルの更なる推進を図るとともに、可燃・不燃ゴミの分別の周知、徹底を行な
う。省エネについては、普通教室照明の計画的なＬＥＤ化を進めていく。【事務室】

Ａ

ＬＥＤ化による取組と併せて、新電力
需要契約結果についてもふれると、さ
らに評価が上がるのではないか。

Ｂ

昨年度と同じ目標設定であるが、満足
度は上がっている。「主体的・対話的
で深い学び」の実現に、少人数指導や
視聴覚機器の活用は有効だと思う。と
もに、事前の教員の準備も必要で、教
職への意欲が試されているようにも感
じる。

【学校説明】10月のアンケート結果：１年（数90%、英77%、化90%）、２年（数89%、英84%、物67%、
化82%、生68%、）。結果を教科担当者間で共有し、指導の工夫を重ねている。

(1)科学探究科の
特色化と指導の
充実

①ＳＳ探究ⅠⅡ（普通科における探究学習）の円滑な実施およびシラバスの完成を支援す
る。ＳＳＨ研究成果報告会後のアンケートにおいて、「（年間の探究活動が）充実してい
た」と回答する生徒70％以上。【科学探究科】 Ａ

確実に成果が上がっている。さらなる
精進を望む。ＳＳＨ研究成果発表会が
非常に良かった。このような場の設定
により、生徒の取り組む意欲が高ま
る。職員は地変だと思うが、乗り越え
ていくことを期待する。

【学校説明】実施初年度であるSS探究Ⅱをスムーズに展開させることができた。生徒も熱心に取り組
んだ。初めてのSS探究Ⅱの実施を踏まえ、SS探究Ⅰの指導の見直しを図りたい。

②大学等との連携に力を入れて教員の指導力をさらに向上させ、研究内容の深化を図る。課
題研究校内発表会において研究に関連する評価平均3.0以上。科学系コンクールでの受賞２
点以上。【科学探究科】

学校から　　経営のまとめ（成果と課題） 学校関係者評価委員会まとめ

①文部科学省の指定を受けているSSH事業は、今年度第２期２年目であった。職員も生徒も前向きな姿勢で取り組み、今年度末に１，２年の
普通科と科学探究科合同による発表会が校外施設を会場に開催することができた。普通科と科学探究科が学びあい、刺激しあい、自らの力
の醸成につなげていけるような環境づくりを心がけてきた。
②全校生徒とその保護者を対象に組織的に行う教育相談や特別支援が充実し、展開できている。
③新学習指導要領に沿った授業展開の研究を続け、全職員が授業改善に取り組んでいる。年間を通じた職員研修も充実し、OJTが充実しつつ
あると感じている。
④毎日ホームページを更新するなど職員の地道な広報活動により、ホームページのアクセス件数が伸びている。土曜公開授業日の中学生や
その保護者の参加人数は、年間総数2609人と昨年度を大きく上回る結果となり、本校への関心の高まりを感じている。
⑤次年度に向けて、業務改善を意識して取り組みつつ、魅力ある学校づくりに全職員で取り組んでいく。

新学習指導要領に沿った授業が着実に行わ
れ、生徒の取組に真剣さと確かさが見られ
る。また、ＳＳＨの普通科へのさらなる展開
と浸透に期待する。活動を通して自分の将来
の目標を考えたり、学習の方法を理解した
り、学習意欲が高まったりするなど、多くの
ことが期待できる。その分だけ教職員の負担
は増加するが、生徒の変容が見られれば乗り
越えられると思う。本校の教育活動に関心を
寄せる教育関係者も多い。生徒たちの表れに
ついて詳細な調査・分析を期待する。

③本校独自のアセスメント「科学的リテラシー測定テスト」と「探究能力測定グループワー
ク」について、普通科クラスでの調査を実施する。各調査の精度向上に向け、問いや記述語
の見直しを図る。【科学探究科】 Ａ

「多様な段階の目標設定」、「多様な
視点からの評価」等、大きな課題で
す。前進することに期待します。

【学校説明】昨年度のテストから内容を一部変更し、ルーブリックも改訂して評価を実施した。今後
もデータを蓄積し、指導に活かす体制を整えたい。

④数学、英語、理科において実施している少人数指導のあり方を工夫し、少人数授業に対す
る生徒満足度を80%以上にする。プロジェクターを利用する授業を定期的に実施する。【科
学探究科】


